
　連合愛知は３月７日、名古屋・栄の久屋大通公園 久屋

広場において「すべての労働者の雇用と生活の安定を

実現しよう」をスローガンに、「２０１０春季生活闘争１万

人総決起集会」を開催した。これからヤマ場を迎える

２０１０春闘において、要求実現と機運の盛り上げなどを

図るために行われたこの集会には、神野会長をはじめと

する連合愛知三役、構成組織からの参加者など、小雨に

もかかわらず約１万人の参加があった。会に先立ち、青

年委員会・女性委員会による全体リハーサル及び各構

成組織の旗手登壇が行われ、会場の雰囲気

が盛り上がったところで集会がスタートした。

　冒頭あいさつに立った神野会長は、「長引く

不況の影響で、雇用不安が深刻化している。アジ

アを中心とする経済がもち上がってきたとも言われて

おり、失業率の低下や有効求人倍率の持ち直しも見ら

れるが、わたしたち労働者を取り巻く環境は依然として

厳しいのが実情である。格差が拡大している状況も変

わっておらず、今の状況は何としても変えなければいけ

ない。雇用の安定を第一優先に、定期昇給の確保、賃金

カーブの維持、賃金の底上げを何としても勝ち取ろう。

最後の最後まで強い信念をもち続け、共にがんばろう」

と熱意を込めて語った。

▲青年委員会・女性委員会による全体リハーサル



　４人の代表がそれぞれ決意表明行った後、青

木副会長が読み上げた「集会アピール」を参加

者の総意で採択した。引き続いて、狗飼副会長

によるガンバロー三唱で、春闘勝利への意志固

めを行った。その後、同会場において、青年委

員会・女性委員会を先導役に、参加者全員で「働

く者の労働条件の処遇改善を実現しよう」「働

く者の雇用と生活の安定を実現しよう」などシ

ュプレヒコールを行った。

　連合愛知は、本日ここに「すべての労働者の雇用と

生活の安定を実現しよう！」をスローガンに、２０１０春

季生活闘争１万人総決起集会を開催した。

　昨年８月の総選挙で、私たちが支援する民主党が大

躍進し、政権交代が実現した。新しい政治の幕開けと

同時に、新しい社会づくりがスタートし、新たな時代の

扉の前に私たちは立っている。

　しかし、私たち働く者の環境は、雇用不安・賃金不安・

将来不安に脅かされ続けている。

　今春季生活闘争で連合は、「すべての労働者を対

象にした処遇改善」という新機軸を打ち出した。すべ

ての労働者の生活を守るには、デフレ社会からの脱却

を図り、内外需バランスのとれた日本経済の自律的

な回復を実現することが重要である。

　一方、経営側は、ミクロの企業論理に傾いた経営姿

勢で、雇用確保を口実に「定昇凍結」「賃金水準の見

直し」も視野に入れた「総額人件費抑制」の姿勢をさ

らに強めている。

　連合は、底割れした日本経済を立て直すために、こ

れ以上の賃金水準の低下を何としても阻止しなけれ

ばならない。そして、経営側に積極的な人への投資と、

人材を育てあげていくシステムの構築を求めていく

ことにより、付加価値競争力の強化を図り、持続可能

な成長を実現させていく。

　また、企業側に大きく偏った配分の歪みを是正し、

すべての労働者を対象に労働時間の縮減を図り、ワ

ークライフバランスの実現等の労働条件の改善や最

低賃金の引き上げなど、雇用構造を是正していかなく

てはならない。

　私たちは、労働者の雇用と生活の安定を実現する

ため、働く仲間の連帯を高め、自らの職場から闘いを

巻き起こさなければならない。そのためにも、すべて

の労働者を労働条件交渉の枠内に入れるとともに、

賃金水準維持の取組みを今まで以上に粘り強く展開

していく。

　連合愛知は、まじめに働くすべての者が報われ、公正・

公平、そして安心、信頼社会の実現をめざし、２０１０春

季生活闘争を全力で闘うことをここに宣言する。

２０１０年３月７日
連合愛知２０１０春季生活闘争１万人総決起集会

▲決意表明を行う代表者

狗飼副会長による団結ガンバロー
▲

綱木副会長（基幹労連） 加賀副会長(愛教組) 早瀬執行委員（ゴム連合） 小坂さん（サービス・流通連合）綱木副会長（基幹労連） 加賀副会長(愛教組) 早瀬執行委員（ゴム連合） 小坂さん（サービス・流通連合）

集会アピールを読みあげる青木副会長▲



 

　２月２３日、「第１８回『連合愛知助け合い運動』カンパ

金寄託式」が行われた。この寄託式には、連合愛知から

神野会長や度会事務局長などが出席し、愛知県共同募

金会に対して目録を手渡した。

　２００９年末の「連合愛知助け合い運動」において、組合員

の皆さんから寄せられた善意のカンパ金は、３６,５９６,８１０

円であった。１９９２年に助け合い運動が始まって以降、「組

合員1人あたり１００円」を目標に展開しており、これまで

連合愛知が愛知県共同募金会に寄託したカンパ金の総

額は、７１７,３７６,６５４

円にものぼる。

　これらのカンパ

金は、民営小規模

施設（障がい者施

設や共同保育所等）

の整備や児童養護

施設等入所児童の

就職支度支援金な

ど、連合愛知が指

定した事業に充て

られている。
愛知県共同募金会の岡谷会長に▲

目録を手渡す神野会長　

意
見
交
換
に
の
ぞ
む

参
加
者

▲

 

　連合愛知は３月１日、名古屋地域協議会の松浦代表ら

とともに、組合員から集約した確定申告書を千種税務

署へ提出した。また、度会事務局長が公平・公正な税制

度の確立を求める税務署長宛ての「要望書」を提出し、

主旨説明のあと出席者による意見交換が行われた。本

提出行動は、全地域協議会からも当該税務署に対して

展開されている。

　本提出行動は、「税制・確定申告セミナー」をはじめ

とする一連の運動を締めくくる取り組みとして実施し

てされており、この運動において税制の仕組みを周知

するとともに、「源泉徴収という形で納めすぎた税金を

還付させる」「確定申告を行い、納税義務を果たす」こ

となどを通じて、格差是正に向けた抜本的な税制改正

といった連合の制度・政策の理解促進を図っている。



　連合愛知青年委員会は２月１０日～１１日、豊橋市及び

田原市内において第２回学習会を開催した。

　１日目には、日頃から環境を守る活動に積極的に取り

組んでいる田原市議会議員の赤尾昌昭氏、NPOエコ

ウインドネットの鈴木裕氏、NPOゆずりは学園の沓名華

智氏とともに、田原市山之神海岸の清掃活動を行った。

昨年度の台風１８号の影響も有り、海岸には大量のごみ

（主にプラスチック製品）が散乱しており、活動後、青年

委員からは

「あんなに

多くのごみ

があるとは

思わなかっ

た」「達成

感よりも虚

しさが残る

ほどのごみ

に驚いた。自分に何ができるかを考えたい」などの感

想が聞かれた。その後の意見交換会では、鈴木氏と赤

尾氏より、現在の活動（２００９年１１月には、１２００名規模

の海岸清掃活動を実施）に至る苦労を含めた経緯や「海

が汚れるのはだれの責任でもないけれど、みんなの責任」

「このままでは生き物が生きていけないほど環境の悪

化は進んでいる。なんとかしないといけない」などの

思いや考えなどをお話いただいた。青年委員からは多

くの質問

や意見が

出され、

大変意義

ある意見

交換会と

なった。

　２日目

には、５月

８日（土）に東山動植物園で開催予定の「ECOとやろう！

キャンペーン～地球のために、みんなのために～」に

向けた話し合いを行った。２日間にわたる学習会を通し

て、参加した青年委員は、環境について一人ひとりが考

え行動することの必要性を実感するとともに、５月８日

と秋の２回（秋は名古屋港水族館で実施予定）行うキャ

ンペーンに向けて意識を高めることができた。（本キャ

ンペーンについての問い合わせは、連合愛知　広報局〔TEL;

０５２-６８４-００５４〕まで）

▲ごみの多さに戸惑いながらの清掃活動

　２月１３日、連合愛知と瀬戸・海上の森センターと連携

して実施している「愛・地球博記念の森づくり」が行わ

れた。当日は、あいち海上の森センターの職員や構成

組織参加者、てとてボランティア会の皆さんなど合計６

２名もの参加があった（今回の参加者数は過去最大規模）。

人と自然のかかわり方を探求するこの森づくり活動は、

２００５年の「愛･

地球博」開催期

間中に連合･労

福協万博センタ

ー（れ・あ・ろ）が

「地球市民村」

を運営する中で、

その理念や愛知県と共催した活動を継承して実施され

ている。

　はじめに、愛知県の担当職員から「海上の森の保全

と活用」「森林整備の必要性」などについて説明を受

けたあと、斜面に生育する直径１０cm程度の竹の間伐

作業を行った。参加者からは「大変な作業だったが、楽

しみながら活動できた」「間伐の必要性がわかった。機

会があれば、また参加したい」などの感想が寄せられた。

活動後、みんなで「はい、チーズ！」▲

▲力を合わせて多くの竹を伐採

▲キャンペーンについて話し合う青年委員の皆さん

意見交換会で質問する青年委員▲



【確認事項】
１．当面の日程について

２．連合愛知各種委員会の委員交代について

　　構成組織の事情により、下記のとおり委員を交代する。

　　    委員会名      構成組織名        新             旧

　　　中小・雇用労働委員会　 交通労連　 冨田和夫　 鶴田喜一郎

　　　メーデー企画委員会　 労 福 協　 中島　猛　 河合正光

　　　青年委員会　 自動車総連　 小島良二　 新開　寛

　　　女性委員会　 J P 労組　 松永由美子　 野崎トキ子

３．構成組織の組織拡大について

４．２０１０国政研修会の開催について

　　期　　日：２０１０年４月９日（金）

　　開催場所：国会議事堂及び議員会館、総理大臣官邸

５．２０１０政治研修会の開催について

　　日　　時：２０１０年５月１９日（水）１３:３０～１６:００

　　場　　所：アビタン　２F大ホール

６．青年委員会「ECOとやろう！キャンペーン　

　～地球のために、みんなのために～」の実施について

　　日　　時：２０１０年５月８日（土）１０:００～１２:００

　　場　　所：東山動植物園及びその周辺

７．「男女平等参画推進会議」の開催について

　　日　　時：２０１０年６月４日（金）１４:４５～１７:００

　　場　　所：ワークライフプラザれあろ　６F大会議室

８．２０１０メーデーについて（その２）

９．連合愛知クラシックコンサート「名フィルと共に」の開

　催について

　　日　　時：２０１０年９月２５日（土）１６：００～１８：００

　　会　　場：愛知県芸術劇場コンサートホール

１０．「連合愛知助け合い運動」組織内任意カンパの寄託

　と配分について

【議　　事】
１．各種審議会・委員会等への派遣について

２．北名古屋市長選挙の候補者推薦について

　　投・開票日：２０１０年４月１８日（日） 

　　推薦候補者：長瀬　保（ながせ　たもつ）〔無所属・現１〕

３．春日井市長選挙の候補者推薦について

　　投・開票日：２０１０年５月２３日（日） 

　　推薦候補者：伊藤　太（いとう　ふとし）〔無所属・現１〕

４．あま市長選挙の候補者推薦について

　　投・開票日：２０１０年４月２５日（日）〔予定〕

　　推薦候補者：村上浩司（むらかみ　こうじ）〔無所属・新人〕

５．北名古屋市議会議員選挙の候補者推薦について

　　投・開票日：２０１０年４月１８日（日）

　　推薦候補者：松田　功（まつだ　いさお）〔民主党・現１〕

６．清須市議会議員選挙の候補者推薦について（その２）

　　投・開票日：２０１０年４月１８日（日）

　　　       推　薦　候　補　者           現・新   所属政党

　　　工藤　金治　  くどう　きんじ　  新人　民主党

　　　白井　　章　  しらい　あきら　  現１　 民主党

　　　戸水　純江　  とみず　すみえ　  現１　 民主党

７．愛西市議会議員選挙の候補者推薦について

　　投・開票日：２０１０年４月１８日（日）

　　　       推　薦　候　補　者           現・新   所属政党

　　　前田芙美子　  まえだ　ふみこ　  現１　 民主党

　　　山岡　幹雄　やまおか　みきお　新人　民主党



月１２日（金）、国会見学会と国政報告会を地協三

役・幹事を中心に２１名・政策推進議員１名の合計

２２名の参加のもと実施

しました。午前中に国会

議事堂を見学し、午後か

らは、予算委員会の傍

聴と国政報告会を行い

ました。国会では、赤松

大臣・大塚副大臣・古本

政務官等多くの国会議

員の方々と面談をする

ことができました。また、最高裁判所や憲政記念館も見

学することができ、参加者は充実した意義ある一日を過

ごすことができました。今回の見学会・報告会を通じて、

参加者は「参議院議員選挙に全力でがんばろう」との思

いを再確認することができました。

国
会
議
事
堂
前
に
て

「なるほど、なるほど・・・」

労働相談ダイヤルの
様子

国政報告会の様子

あいさつをする尾張南地協鈴木代表

月２６日（火）、尾張南地協として初めて確定申告

にかかわる学習会「知って得する確定申告学習会」

を開催しました。初の試みであったこともあり、組合員

の皆さんに集まっていただけるかという心配もありまし

たが、当日には、２２名の参加がありました。本学習会には、

講師として平松税理士をお呼びし、「税の仕組み」や「確

定申告の必要性」などについてお話をいただきました。

参加者は真剣な表情で

講師の話に聞き入り、

学習会終了後には、参

加者から「１時間３０分の学習会だったが、あっという間

に終わってしまったと感じるくらい充実した学習会だっ

た」「ぜひ来年度もやってほしい」との感想が聞かれま

した。

�

　２月４～６日の３日間、全国なんでも労働相談ダイヤ

ルが設置され、尾張南地協には、合計１３件の相談が

寄せられました。内容によっては、相談が1時間以上

にわたる場面もありました。相談者の中には、「真剣

に話を聞いてくださり、本当にありがとうございました」

と、相談の最後に心からの感謝の言葉を述べる方も

おり、相談対応者からは「誠意をもって話をして良か

った」との言葉も聞かれました。

　相談対応をしてくださった皆さ

ん、本当にお疲れ様でした。あり

がとうございました。

　今後も地域の労働相談を受けやすい環境とＰＲに

努め、安心して相談していただけるような活動を続

けていきます。

年のあいさつ

と顔合わせそ

して抱負等を語り合

う場として、２０１０年１

月１８日（月）クレール

名駅において「新年

交礼会」を開催しま

した。来賓として、連合愛知からは山口副事務局長・可

知局長、推薦首長である稲沢・津島・愛西の各市長・甚目

寺町長、政策推進議員の岡本衆議院議員をはじめ多く

の方々にご参加いただきました。

　尾張南地協三役・幹事及び構成組織の皆さんが、２０１０

年も協力して連合運動を推し進めていくことを再確認

するとともに、日頃話す機会が少ない方々との会話に

花を咲かせて意見交流を図るなど、盛大な会とするこ

とができました。

＜岡本事務所の皆さん、
　　　　大変お世話になりました＞


